
 

カーボンニュートラル技術の開発と社会実装 

【令和７年度当初予算額（案）】 107,701 千円 

【事業概要】 

 これまでのカーボンニュートラル（CN）技術の開発・実証支援の成果や新たな技術等による事

業化や産業化を支援することで、社会実装による設備投資や製品等の価値向上につなげ、CN

の先進都市をめざす。 

令和７年度は、CN技術の万博会場などでの広報・発信や、CN技術に特化したビジネス化支

援の拠点機能の整備など、事業化・産業化を支援する。また、水素燃料電池（FC）商用車の

導入や水素ステーション整備の支援により、物流等の水素活用による CN 化を推進し、ものづくり

等の環境価値の向上をめざす。 

【取組内容】 

１ カーボンニュートラル広報・発信事業 40,083 千円 《新規》 

府の CN 技術開発・実証事業で開発された府内企業等の CN 技術の万博会場で

の出展や、会場外でのプロモーションによる企業間のマッチングなどを実施。 

 
 

２ 水素エネルギー産業利用促進事業 26,148 千円 《新規》 ＜資料１参照＞ 

 

３ カーボンニュートラル技術ビジネス化推進事業 41,470 千円 《新規》  
    

【目的】万博を機に、府内企業によるカーボンニュートラル技術のビジネス化を着実
に推進するため、全国初のカーボンニュートラル技術の実装化支援等を行う
拠点機能を整備。 

【概要】オープンイノベーションの促進によるチームビルディング支援やコンソーシアム
等の企業ニーズに応じたビジネス化サポートを通じて、企業のビジネス化プロ
ジェクトを創出。 
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ビジネス化 
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の創出 

 オープンイノベーション促進による 
  チームビルディング支援 

 コンソーシアム等の企業ニーズに 
  応じたビジネス化サポート 

➣ピッチイベントやセミナー等を通じた、企業間の 

  マッチングやコンソーシアムの立ち上げ支援 

➣専門家による技術的助言や実証・実装 

  コーディネート、資金調達などの支援 

専門家、大阪・関西の金融機関・大学等支援機関、関西広域連合 等 
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